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理論物理はサボリの関脇

一実験はこわい？

山崎　本誌のためにi■モ・打なお時間をさいていただきあ

りがとうございます。本日ほ，別にテーマはありませ

ん。理論物理の1帖率≠に，広く什学㍑術分野の最．正の世

相といったことについて，ご意見なり，ご感想なりをお

気軽にお．話しいただけ丸ば辛いです。

湯川　たぶん朝永さ人は払と八通した気持ちをも・）て

おられるだろ1）と思いますけれどもね。g、ども　【だ、‥ど

も”と言うと悪いかもしれませんが，払は理論物用とい

うのは相当ぶしょうな人間のやる学問であろうとノ封うん

です。一番ぶしユうなのは哲学者，すわって何もせずに

じっとしている。次が数学者，数学者というのは計算は

しないわけですが，ちょっちょつと式を占くわけです。

それで証例か何かする。で，理論物理はちょっと計作が

ある。しかしそれ以上はやらない。だから払は選一論物理

は関脇く■らいのサボリだろうと……。で，こういう職業

が独立したのは非常にLあわせで，ブランクぐらいが始

まりと思うのですが・・・。朝凍さんはばくより勤勉家だ

ろうと思うけれど，よくわからん。

朝永　いやあ，さっき“しんせい1’を上げる映伸二を見

て，こりヤあどうも・＝‥㍉　こんなことはとてもできない

なあと思ったですねえ。

湯川　それ，確かにコントラストやな，おもしろい。

朝永　実験物理学老というのは，ある捏度ああいうこ

とをやるわけでしエう。だからたいへんな適いですね。

湯川　それはそう。だから山崎さんはわかわjtよりも

＊　咋咋9月28口に束京大学宇出航一骨肝究所がミコ＿－－・】S－3Fニー
11デットで打上げた人丁牒りだ■しんせい’’の．旭矧映画
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ザっと勤勉でしユう。

山崎　いやいや。

湯川　めんどくさいと．配ったら，絶対実験というのは

できないですよ。付、は実はれ　大学二年生く－らいのとき

でしたけ九ども，払の九人に一朝永さんも同級ですけ

．れども，木村毀一打というのがいましてね，彼は粟野ミに

熱⊥竜のですよ。それで学生のときにむ†トみもやると言

いだしまして．ればくと組んでやっておったんですが，

そ．れならやろうと，真一木みもやりました。彼は一つの実

験をや守止すと，いつまでたってもやめない。ぼくは，

もうこの辺でいいや′て〔いか。次に何ぞ追うことやろうじ

ゃ′ないか，と．i‘うんですけと，まだまだとi】i‘ってね。や

っぱりあ九でないとあかんのやなあ。

朝永　それはきみはいい人と組んだよ。ぼくは多田，

理論やったやつですがね。で，ばくと2人理論同上が組

んだわけよ。そのころはまだ理論とはきめてなかったけ

れど。それでもうl早く帰ることばかり考えていた。で，

一べん何かの実験で，硫酸銅の淋夜をつくって何とかす

るというのがあったでしェう。（御11「うん，ばくもや

った。」）水の中に硫酸銅を入れてかき回しても溶けない

んだ。これはきょう申に溶けないからもう帰ろうやっ

て，2人で帖ったの。そうしたら次の実賦のときにft－f田

先生が，この前きみたちほかにIll・く帰っちゃったなって

．i‾うんです。いや、硫酸銅が溶けなければどうせ実験や

れないから，来週までには酢ナるから……。そうした

ら，ま－！ルたらすぐ溶けますわなんて．j▲われたことがあり

ました。（笑声）

だけど、あ．れ（“しんせい”れ■上げ）はこわいねえ。

山崎　こわいjlえ。

湯川　やっく．fりこわいですか。
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朝永　いやあ‥…・しかし，こわいと言っていたのじゃ

何にもできないんで‥‥‥。

湯川　そうそう。

朝永　いつかも話をしたんだけれどもねえ。はくはラ

ジオをつくった経験なんかないんだけれど，あれいろん

な配線をやるでしょう。そしてスイッチを入れたら，ば

っと燃えてしまいやしないかという気がするのよね。ロ

ケプトだって，コネクショソーつ失敗したらもう全悠だ

めでしエう。

山崎　だから，そういうののチェックがいちいちでき

るようなシステムをつくっておかないといけないです

ね。

朝永　いや，システムだけじゃなくて非常に手間が…

湯川　システムがちゃんとできておっても，あれを見

ますと，ものすごい人手がいりますね。ことに初めて上

げるということになれば，やっぱりそれはたいへんやな

あ。

山崎　それはまああそこまでいく前に，いくつもの段

階を経ていたからいけるんですね。

湯川　ものは知らぬが仏で，わかったらこわくて手が

出せんわけですよ。そういう意味で，実験をやるという

のは相当やっぱり勇気がいる。それは冒険するという気

持ちがないとなかなかできないと思うけれども，どうで

すか。ぼくはあまりそういう勇気はないけれどね。

山崎　物理屋の実験はまだ理解できますけれどね。大

きなあの船をつくったり，それから原子炉でも，このご

ろ大きなものをつくりますね。ああいう度胸には感心し

ますね。

湯川　度胸ですかねえ。この間土砂崩れの実験をやっ

たでしょう。あれなんかも結果的にはものすごく危険な
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ことをやったわけですね。船がまっ二つに割れたりいろ

いろなことが起こるけれどもねえ。起こればどっかで非

常に不用意なところがあったのじゃないかと思いますけ

れどもね。しかし全体的に，多少はやっばりそういう‥・

・，まあ度胸というか何というかなあ。100％確かとい

うことはないわけですからね。

新しいことはへっぴり腰で

一科学は毒をもつもの

朝永　ダムなんかも，ときどき崩れることがあるでし

ょう。それから例の有名なのはタコマのつり橋。ああい

う例があるんで…・，全然例がなけれは，ぼくだってや

るかもしれない。ああいう例があるとね，何か心配だろ

うと思うんだけれどもね。それから谷中の五重の塔，あ

れなんかもまあ自信があったんだろうけれども……。ぼ

くは感心するのは，昔のああいう建築みたいなものね。

あれは経験の積み重ねなんだろうと思うけれども，どう

なんですかねえ。

山崎　そうですねえ，計算したわけじゃないでしエう

からねえ。

湯川　うん，経簸で，結局何かある種の勘みたいなも

のができちゃってね。案外あとでみると非常に理屈に合

った構造になっておるというのは，これは斯くべきもの

だ。しかしこれやっぱり動物などの，まあ本能というと

たいへん失礼な表現ですけれども，動物はたとえばどう

してクモが巣をつくるようになるか，そういうのほよく

わからんわけですよね。およそ人間のすることは，もう

少し意識的な思考が入っていますけれども，しかし昔は

明らかに理屈はよくわからんで，しかしうまいこといっ

ている。で，このごろは非常に理屈っぽく言っているけ

れども，しかし理屈だけであてはまるというのはほとん

どないのであってね。だから，われわれ理論物理だとい

うけれど，実験物理とそんなに違わんなと思って……。

朝永　そう。飛行横の設計などというのもとにかく計

算から出発してやるあけじゃないでしょう。ばくはよく

知らないけれども。大体鳥のかっこうに似せで…‥。そ

れであとはこういうかっこうがいいんだろうというの

で，それを実験なんかでやっていく。で，あれ流体力学

のときに何か習ったけれどもねえ，まあ，ああいう計算が

あるんだろうけれども，しかしあれもあとで計算して・■・

・‥どうなんでしエうかねえ。

山崎　やっぱり飛んでいるものとして鳥を見るとか，

そういうところからきたんじゃないでしょうかねえ。

朝永　そうだと思うんですけれどもねえ。こういうか

っこうをしているとよさそうだというんでね。

．湯川　だからそれは経験の事横でね。しかし経験の蓄
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fl－（ということは，やっぱりその途・1一にはずいぶん失敗が

あるわけですよ。だから人が死んだりということがたく

さんあってね。たとえば公害にしても，猥薬とか，その

他，人間の口へ直接間接にきて，異物が口へ入って，そ

していろいろなことが起こってくる。だけれども，それ

はそうですよ。新い、問題のようだけれども，常人間と

いうのはいろいろなものを食ってみて，それで死んだ老

があって，あっこれはいかんと……。たとえばきのこも

ぷとおでないのがあって，初めはそれがわからんわけで

すよ。おきのこを食って死ぬ人があって，これはやめて

おくというふうに選別をずっとして，それでまったけや

何か，待がなくてうまいやつだけを取ったり，栽培した

り＝…・という段臍になるんでね。その前にはものすごい

儀稚があって】それがつまり隠れた人類の恩人ですよ。

そういうことがずうっと長い間あってね‥…・。いまはそ

んなことやったらいかんわけですね。できるだけ初めか

ら危険を避けていかねはならん。そのた捌こいろいろの

実験も必要になるわけです。しかし実験をするというこ

とは，やっぱり何かを犠粕こしているわけですよ。人間

のかわりに動物を漬牲にしているとかね，何かしなけれ

ばならんわけね。だから，何の犠牲もなしにやるという

ことは非附こむずかしいこっちJP。ですから，そこでサ

イエンスというものに対する基本的な疑問が出てきまし

てわ。何か新しいものを発見し，新しいものをつくり出

すというようなことをするというのは，どうしても危険

を伴うわけでしょう。理炬ミだけで済ませたらいいんだけ

れど，しかしそれでことはなかなか終わらんで，何かも

のをつくったりするわけですよ。つくりたくなったと…

・⊃　そうするとこれは必ず危険を伴っているわけです

よ。だからこれは，′安全という立場からみますと，あん

まりやらんほうがいいですよ。寺Hまそんなことを言って

も危険の問題はそれはどなかった。むしろ危険を押えて

いくほうですね。ばい閥をやっつけるとか，そういう人

類にとっての危険を減らしていくほうに頁献していたわ

けです。しかし（村学の）本来の性格から言いますと，そ

れもありますけれども，やっぱり危険というものが常に

ある。わざわぎ危険なところへ入り込んでいっていると

いう作格はどうしてもまぬがれない。だからそれを極端

に考えると、もう研究はやめると＝…・。それをどこでや

めるか，何を矧助するか、これはむずかLいで十わね。

その基準というのは非常にむずかしくなってきましてね

朝永　f、ト学というものはぷをもっているんだという考

え方ね。おそらく什学者はよく知っていると思うんです

け．壬lども。

湯川　それを井常に意．誼する人と，そうでない人とぉ

1972年1月号

朝永擬一一郎氏

るわけですけれどもね。

朝永　そういうふうに，科学というものはそのL恒こJま上

をもっているものだということを，もうちょっといろん

な人が知っている必要があるのじゃないかな。

湯川　印学者のLいでもわりあいにそういう息誠の威く

ない人もあるけれども，一般の人は何かf：F学万能みたい

な考え方が非常にいまだに強いです。いまだにというよ

i），むしろ以前よりも感くなっているのかもしれない。

何事が起こってもf：l・学というのはものすごく力があると

・。あるという面だけがやっぱり】1」象づけられて。力

があるということは，それだけ危険も大きいということ

ね。そっちの而がちょっと見のがされるわけですよね。

力があればあるほど，やっぱり危険も大きくなっている

ということですね。こういう問題はアイソトープのよう

なものについてももちろんあるわけでね。アイソトーフ

はたいへん役に立つものですけれど，それだけ碩扱いは

気をつけんならんということですね。そこは適当にバラ

ンスをLていれはいいんですけれども，だんだんなれて

くるといいかげんに扱われてね。

朝永　適当なバランスというのがむずかしいね。初め

っからどこが適当であるかということがわかっていれ

ば，これは了旨じ－？ないと言えるわけですよ。それがわか

んないから・・…・。

湯川　まあしかし、牧射寵関係のことも，やっはり初

めほ危険カ言わからなくて・■・・‥。「クIjのキュリーノこ人でも，

あるいはショリオ・キュリーノこ∠如こしても，わりあい初

期の人は，拍射儒というものがどういうふうに危険なの

かということがよくわからんままにやってきたから，結

果的にみれはやはりそれで死んだと，がんによって死ん

だと，そういう段椚があ▼，たわけで十ね∩

それから，F、いつも思いⅢすのはビキニの朕の零†′ざ‥で
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すけれども，あのときに払なんかも聞かれて関りまし

た。あの直後，たとえばマグロの刺身を食ったらいかん

かとうか…‥・つてれ　これは正蔭のところ返事できませ

んですよ。はんとうに自信をもって返事のできる人はな

かなかなかったろうと思いますけれども。とにかく用心

にこしたことはない……と，そのくやらいの近事しかでき

ないわけですよね。まあいまとなってみれば，それはず

っとはっきりしましたけれども。一べん何かそういう段

階を通り越して今日にきているわけですからね。

だからほかの事柄も，さまざま公害問題ありますけれ

ども，みな→べんそういうものを通り越すということが

・。それは犠牲濫なる人は非常に気の毒ですけれど

も。一べんにすっと－－先ほどのことはで言うと，ちゃ

んとうまくバランスのとれた状態にさっといくのはむず

かしい。人間てそんなに賢くないですからねえ。

朝永　ですからねえ，わかんないことがいっぱいある

んで，じゃあ何もしないでというわけにいかないんだけ

れども，そのときにね，おそるおそるやればいいですよ

ね。（缶射11「そう，そうね。」）やれはいいとは言わないけ

れど，やるよりしようがないんだ。ところがおそれずに

やっちゃうから問題があるんだよ。結局ね，あと戻りで

きるように・‥・・・。

山崎　いつでもブレーキがかかるようにね。

朝永　そう，へっぴり腰でね。ところがやっぱりへっ

ぴり腰というのはかっこう悪いからねえ。

若い人にはなんぎなこと

血冒験時代はおわった？

湯川　やっぱりかっこう悪いですよね　それは。何か

冒険というかねえ，英雄時代というのがあったんだと思

うんですよ，サイエンスにしぼりましてもね。やっぱり

物理学でも英雄時代のようなものがあったり，また英雄

時代と違うものがあったり，いろいろ繰り返してきてい

るわけでしょうけれどもれ　しかし，純粋に学問そのも

のについては何度でも英雄時代がくるかもしれんけれど

も，こと少し大きな，大規模な，スペースサイエンスで

も……，宇宙船やロケットを飛ばすという話でよろしい

けれども，とにかく相当大規模なことになってくると，

また危険も相当大きいですからね。そうすると，非常に

冒険的な英雄主義というのほやっはりく－あいが悪いわけ

ですよね。

たとえば19世紀の終わりごろに一種の冒険時代があっ

た。たとえばナンセソという人が北極探検に行く。これ

は危険な冒険ですよ。何人か連れていくけれども，遭難

して死ぬかもしれん。まあ相当用意周到にやっておりま

すけれども，それにしたって冒険ですよ。しかしその仲
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間にとっては危険だけれど，大きな目からみたら，やっ

ぱりその冒険家だけの運命の問題ですね。そういう問は

まあ当人たちのリスクにおいてやるというのほいいです

け九ども，その影響するところが甚大というのは非常に

困るのでれ　ほかにものすごく迷惑をかけるというのは

関る。そうするとその冒険というものをそのまま正当づ

けることができなくなってくるんやな。

払はそういうぷ味では現在は非常に冒膜のできにくい

時代であって、これは肯い人にとってものすごいしょう

もない時代だと思う。若い人は高い山へあがりたい，た

とえばヒマラヤへあがりたい。何年か前だと，ヒマラヤ

1番乗りなどたいへんな夢ですよね。ところがそんなも

のあがってしまうわけでしょう。そうするとあとはし上

うもないわけ。それなら……つていうんでいろいろなこ

とを考える。たとえばヨットで世界を一周する。これ実際

はまあ非常につまらんことに項り組んだわけでね……。

しかし青年としては何かしらやりたい。そういうものを

みなつぶすなんということは非常に残酷なことですよ

Jユ。そういう患l妹でぼくはいやな時代だと思いますれ

朝永　そうでしユうねえ。いまは冒険というものが個

人ではできなくなっていますからjl。月へ行くなどとい

＿うのは，昔のコロンブスのR陶，あるいはアフリカあた

りや南極などの抹較とは井勘こ性格が追っているでしょ

う。苦い冒険好きな適中が，さあおれも月へ行こうかっ

たって，行けっこないわけでしェう。だからほんとうに

わえ・…‥苦い人たちの冒険心というのは満たされないで

すよ。

湯川　たとえば月へ行こうとすると，たとえばアメリ

カのような大きな国家体制の申でやっておって，その中

で自分が指導者になろうとしたってそれは簡単にいかん

し，よしんはそのプロジェクトの指導者であるように見

山崎文男代

1sotopenews



えても，実はもっと大きなものの指命の中で動いている・－

わ：ナですよね。ましてそれに関係する個々の人というの

はもう完全に……。本来人間の夢を実現する事業のよう

に見えたが，榊々の人ははんとうに仮申的になっている

わけやな。それでまあ無事に行ってくるという事業は完

成するけれども，しかしこれ，むなしいと言えば非常に

むなしい。マックスボーンはそういうものはむなしいと

いうことを，ずいぶん強調して言っておるんですよね。

まあ人工衛星ぐらいまでの訴は，紅はそれほどむちゃく

ちゃな批評はしませんけれども，月へ行くということは

・，月へ行くのは振りにいいとしまして，その次どう

する…‥・。火星へ行くなんという話はれ　だんだんナン

センスになっていくわけでしエう。衛星が回っていると

いうのはかまわんですよ。しかしあれに人を乗せていく

というようなことになったら，およそナンセンスだと思

うがね。

そういう問題もありまして，1人もしくは少人数の冒

険であったものが，非常に大規模になってくると，冒険

というものの性格はすっかり変わってしまって，さらに

その次は，すべてがもう何ともようわからん諸になって

いっちゃう。

朝永　普通の意味の冒険とは適うわけではないんだけ

れども，たとえば日本で理論物理を志望する暑がばっと

ふえたでしょう。あれは日本でやれる唯一の冒険だった

んですよわ。

湯川　たいへんおとなしいけれどもそうやったんや

な。

朝永　峨後金がなくて実験はやれない。そして掛lは

んみたいな英雄があらわれた。（音別lけばくは英雄じゃ

ないけど……，まあいいや」J（笑声Jそうすると若い人

はねえ・‥…。理論物理なら冒険やれると。それでもう一

生をこれにかける。それで一生棒に振ってもかまわんと

いうような……。そういう作用があったと思うんですよ。

ですから若い人は何か冒険することがないと，やっぱり

生きがいを見い出せないのじゃないかと思うのです。

で，生きがい，生きがいって去年，おととしあたり言

っているのがしゃくにさわってね。ぼくに朝日新聞の

「生きがいセミナー」でしゃべれって言うから，生きが

いって何だかばくは知らないんだって言って，ばくが生

きがいを感ずるのは，夕方一はい飲んだときだけだって

いうようなことを言ってみたんだけ九ども。（笑声）だけ

ど若い人にしてみれば，やっぱりそういう…，いわゆ

る生きがい生きがいと言っている人たちと同じ意味であ

るかどうかは別にして，何かやっぱり胃険したいという

気持ちはあるねえ。冒険というのはまあ生きがいという

ことばとちょつと適うんだと思うのですがノー。

19ア2年1月号

山崎　心臓の移植なんかも冒陳とも言えますわ。

湯川　ああいうことはね，御当人としては世間の悪評

があっても，あれを何とかして成功させようという気持

ちJユ。これは功名心とか，いろいろ邪念があるというと

悪く言われるかもしれないけれど私は，そういうものを

全然除いた，そんなに純粋な人というのは…‥・。人間と

いうのは蒸留水みたいなものじゃないんですからねえ。

度が過ぎるといかんけれども，そういうものが全然ない

ということもないわけですよ，どういう人についても。

これは私も朝永さんも，物理学者というのはそういうこ

とをよく知っていますからね。物理学者というのも蒸摺

水じゃないんですよ。数学者だって蒸留水じゃないんで

ね。世間はそういうふうに思うわけだけれどもね。あん

まりそういうもので動かされてほいかんと，私たちほ常

にみずからいましめておるけれども，幾らいましめたっ

て，それはきみ蒸留水じゃないですよ。だからぼくらは

なかなか世間の人の期待に沿うことなんかできんわけ。

そういうことも一つある。

しかしそれはまあそれとしてね，そういうこと言うと

話が変わるようだけれども，いまおっしゃったように，

若い人というのは，やっぱり若いときに何かやりたいと

いうことがあるわけよね。青春というのは2度こないん

だからね。首の人もまあ生きがいというか，いろんなこ

とをしたわけですが，いまはなかなかなくて因っている

のじゃないですか。ものすごう私は同胎しますれ　この

問題は簡嘲こ名案が出てきませんけれどもね。つまりこ

れはおもしろい，したらよさそうだということを，すで

にみな大方しつくしてしまったらどうするかということ

ですよ。これほほんとにかなわん時代やな。おれはあと

から生まれたからあきらめならんのかと‥－‥。それをわ

れわれ年寄りがあきらめろというのほ，これ非常に残酷

ですしね。これは深刻な問題やな。

新たな発想に期待する

－今は模索のとき

朝永　この狭い地球の上で，冒険として何が残ってい

るかという，これを見つけるというのは…‥・。

湯川　なさそうに……。ぱくらの年になると，なさそ

うに見えてくるわけよ。しかし，ないと言ったら，これ

ほあまりにも若い人に対して残酷だしね。どうしたらい

いんでしユう。

朝永　ヒッヒ∵「みたいなものもその叫つかもしれな

い。無銭度行ね。フィンランドでだいぶ評判が悪いよう

だけれども。

山崎　そういう意味の胃険はずいぶんやっています

ね。
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甥川1だからもう′狛粗的価伯なんていうことを考えな

いで適当にやるというんならいいけ九ども，Lかしこれ

が≠榔こJ∠rI桐rlで，J∠社会的なことをやったら，またけl

るでしょう。そこまではいかんと，しかし別にいわゆる

社会的な価仙はなくてもいいから，まあいろいろおもし

ろそうなことがあるんじゃろう，それをやると……。そ

わにはどうLたらいいんかなあ。ぼくらの言うことはど

うしても分別くきくなるんでなあ。

しかしわ，賀外1‘fい人というのは，払たちとは井．弓†に

通う発想かもしれんのや。こういう状き妃の「llにIIVほ－jlた

ら，やっぱり発想が適ってくるはずでしょう。

朝永　まあ適う発想というのは，まだそれほどはっき

りとつかめないでいるんじゃないかねえ。

湯川　拝ならトライ・7ソド・エラーとか言って済ん

でいたけれども，そのトライ・アンド・エラーをあんま

りやられると関るんでね。

朝永　だけどそういう時代がいままで何l‖lかあったの

じゃないですかねえ。

湯川　そうでしょうねえ。完全な行き詰まりと見えた

のがね。そういう時代はあったんでしょうね。わ加われ

のような年輩の老が考えると，ほ人とうに閉壌して先が

ないみたいに見えるんだけれども，そかは年をとってい

るからかもしれない。非仰こ適う世井というのはあり得

るかもしれんな。

朝永　それをいま頂索している・・・‥・。

湯川　そうでしエう〔そういうことにLておきましょ

う∩（笑声）

朝永　こじつけち′Pったようだなあ。

湯Jlt　それは勅永さん得意の落語の落ちというのだっ

て，そう言っちゃ悪いが，何かちょっと無矧こ一つつけ

ておるかもしれん。つけておかにヤならん。（笑声）

山崎　いまの若い人というのは生物のほうに興味を持

つ人が多くなっているのですかねえ。

湯川　だいぶふえてはきましたけれどね，しかしこう

いうものだって，なかなか新しいことをばっとやれない

んだなあ。アメリカな′しかJl三倍に金をかけてやっている

でしょう。目ぼしいところはばあっと金をかけてやって

おりますからね，相当しんどいようですねえ。けと違っ

て生物なんというのは実験しなけれはいかんでしょう。

理論物理のようにはいかんでLよう。

朝永　この間イギリスへ行って，近ごろの．れ、者は何

を一番やりたがっているかと言ったら，す用物理学だっ

て．言っていたなあ，イギリスは電波天文学でしょう。

湯川「i＝：宙物理学はやっばり夢があるな。非常にわか

らんことがあるから。

朝永　それに天上の実験というのは，わりあい実験1ミ
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の実験じゃないでしユう。もちろん品川！jですか「ノ，その

ためには人工衝1I主を矧よさなければならない。しかL対

触よわれわれのfの伎はないところにあるわけでしょ

う。そういう意味で∴美軟物理学がたいへんになってき

たというのとちょっと適うわけです。

湯川　そうですねえ，帰をいじくりまわLてというわ

けにはちょっといかん。（笑声）ものをいじくりまわすの

と通うから、それは危険がちェー）と少ないた。そ九は汗

のアカデミックな学問の作柄を，もうちょつとよけいも

っているな。

朝永　生物学のはうにあこがれている人が多いという

んだけれども，こいつはまたちょっと……。

湯川　非常にあぶない。こいつは生命をいじくりまわ

すんだからね。

朝永　われわれに一番身近なものをいじるわけでL上

う。そこへいくとノミ文のほうはね，とにかく浮世斬新し

たl甘があるわけよ。入三文学の研究は金がいるということ

と機械をつくらなければいけないという点では津世と泉Ii

びつくけれども‥‥・・。そういう意味で，これはやっはり

浩、人の魅力となるのは自然かもしれませんなあ。

湯川　物理にもう少し直接近いものだと，′相磯など

というのは，やっぱりまだ物理の巾では比較的残ってい

る。しかし加速器と′f：宙楳というのは，やっはり適当に

ノミランスをとらないといかんですねえ。

朝永‘jて爪鰍こもいろいろあるでLよう，何を．11らう

か。

湯川　そうですJつ。だけど室外j‾：川組もノ言文に．；庄く

て，一部という部分もあるけど、‾fい′二、んハニから町んぴ

りと長いことやってきました小〔こういう学問はまたい

いわけよ。円陣もいいけれども，もうちょっと浮世離弟

てね，人に拍手かっさいされんでもいいから，ずうっと

やっているというもの。そうしてみてくれは案外残って

いるわけですよ。まあ11ヒの中の役に立たんというのは，

これはいいことですよ。払などはいつも思うんですが、

素粒rというのは，－アイソトープは役に立っている

けれど一案粒子に至っては役に立たん。こ右投に立っ

たら，ものすごいたいへんなことになりまして，それは

きっと非常に困ることやろうと思うんですが・‥。

朝永　役に立たんということに血道をあげるというの

が胃陵ということなのかねえ。（笑声）

山崎　そうですね。ではこのへんで。どうもありがと

うございました。　　　　　　　　　　　　〔終わり）
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